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姫路昆虫同好会合同調査 ご
一 ． シ： ．、

』』 生島J樹林昆虫言ｿ詠査“≦ 〆 ； 〆

” ： ■犬貝譲鐙相馬頭直瞬畑政已相坂耕作(燗
写上

はじめに ≦ ；●Ⅷ ，

20周年を迎えた姫路昆虫同好会も､℃な蝋燭い挺合同鎚醤梅参って唾せん
でした．このたび撫土の昆虫解明のた蝋選簿惹通れぬ「生島』鋤調査篭するこ
ととなりました｡ご存じ蝿り生島鰄穂鐡議灘浮か“臺箪■淡謹神社の
聖地で国の天然記念物として全域指定さ錘でお肌jg""職林で毒おわれ
ています。そのたあ坂越祭りのお旅所どして以外島内域■壱運とが薬形噌れてい
るようで、従来から植物分布調査と昨年陸産貝類の分撫調査理外されていないの
が現状である。 〔 ｡§ ）' ? ‐

．． ， ：

淡路島及び家島諸島などの昆虫類の関連琴鍵壜式る筵めには､生島での昆虫分
布調査が不可欠であることから、筆者らは、大避神穀宮司の特別許可を得て、今

回生島樹林昆虫調査を実施する機会に恵まれた。よって、 ここに侭生島」の概要

と昆虫分布調査を報告する次第です。

本報告をまとめるにあたっては､;特別の御理解と調査の機会を与えて下きり、

そのうえ御案内いただいた大避神社宮司･生洩譲繊細肌)鴎及莎鍾篭鞠漣
力下さった会員諸氏並びに率調査中に虫の灘作を維成のうえ翻艤鱸積雲衆

． 。 ； － ， 9 j ， ‐ ,

井内利一氏に感謝申しあげます6

生島とは ’ ；･ ＝" ， ｡
生島は兵庫県赤穂市坂越湾に浮か感小島で、大避神社末社の壁難で拳参議島の

中には墓があり、 これが時の朝廷に任愈■聖徳太子の寵臣で識手職識吹萎た
秦河勝の墓所である。この素麺嚇公が大避神社の御祭神である.飼鯵鎚皇顧
皇3年(644年)に太子が没した後蘇我八鹿の迫害まき職鯵漉の穂から:琴つ睡斑
(丸木舟）に乗って、坂越の生島に渡り“千種川蕊鱗繕麗議してざ漁北3年鰯7
年)に80余才で坂越で他界した．このように秦河勝公が懸肇生き葱着職た霊であ
ることから「生島（いきしま） 」と名が翻い麓遷いう｡生島は識“やど鐙島と

され､昔から付近の住民が=の島塞禅劉眺=木一草鋤手憩”ず噸篝錘
てきました。ただ毎年10月に行なわれる「毅祭』だ聯騒立八秒『、例外と態つでL、

ます｡ J 』 L｣" :≦ ゞ - -"|
大避神社の御祭神秦河勝霧趨謬篭糠懇鯵霧騨鍾撚慧，太子が没し庭篁極羨皇翌年
におきた常世の神事像で参る画; 這鰯糠艤霧翰鳥稽学に造詣の深い鍾威者であられ

る今井彰氏により詳しく玉稿を戴いそい峯の香軽く鮭恥ておく。
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犠世の神事件

赤穂市史第,巻によると､今回調査した生島の大蜜鞠i錨察稀;『1菱海聡が
東国で職吹いた常避め神菫秤珈灘誇じく‘噌懲繊篁瀧隼苧諭条）
が記されでし崎:篭め内識薮苓瀦さ:J■篭.tr ~W ･ I! 'f{ i"ざ搬加強; IJ壱万
;『派宜{童国の富壬i,i;め底!産け虐稼沃笙蔀参職蕊鰄)邸弓著龍圃逢
祭るご主調欠庭勧めそ捲繩藷世の齢あるざと姉を察玩厳富鎭識
得るであろう」といった。そうして巫なぎ(概赫柵女)らも神のお告げだ串も
て「常世の神を祭れば貧しい人は富を得、老いた人は若返る」といっては人々に

勧めた。そのために家々の財産を捨てさせ、酒。野菜・家畜を路ばたならべきせ

て「新たに財産が入ってきた」と叫ばせた。このことを伝え聞いた町や村の人々

は、競ってこの常世の虫を獲って屋敷に安置し、歌ったり踊ったりして福を願っ

た。そのため財産も捨てた。 ところがいつ』まで待っても報いられないまま、かえ

って困窮するものが続出する有様であった。

この職職背継:蝿国の恵都西郊に住む秦河勝が、人々が惑わされるのに怒って、

大生部参参鋪義翻診た｡旋鯵龍蕊霧篝霊灘懲麹蜂祭醗■慧鐘鋤縫｡典畿繍を作
って河朧塞渥患『次秦緬職職隷鑿鶏隷鰔識鋤轆露篭熱繕遷》亀繍え来
る（評判鰯喬い》,愚鴬世鯵瀦薯■翻鯵謹潅篭謬も篭翻懲建蟻恐織繼議鍾羅．
この虫蝋謡纒橘鰯燕や涯警篝織幽総轤鍵達愚蕊罎,墓謹;織璽翰鱸蝿ﾁﾒｰﾄ
ﾙ)太さ橇親指ぼ選亀あり.驚懲鱸慕馳塞濾蟻鰯識溌毒鱈曇■蕊繊濃鐵霊錫謬羅。 』
という働瀞常世鋤紳事件鋤釜容であ毒電今審職零オ鈴銭凛溌裁鋤畿'翰蝋宗教

の教祖を中央から派遣きれた秦河騰瀞解熱坐礎逵いう事鮮で奉愚6目本書紀の記
事による，と秦河勝り土ぞIの事件後､蘇我氏"専横など腱より鯲鋤生島錨鍍った
となるわけである。

生島の樹林と陸産貝

生島の樹林は、大正13年(1924年)国指定の天然記念物。更に国立公園特別保護

区にも指定されている｡島の周囲はお”1も6郷､陸王がら"砿｡鳥は密鉢で
おおわれている｡高木層はズダジイ、ツプヲジ証アヲガシがあり、モチノキ、
ヒメユズリハ、ヤブツバキ、カクレミノ、カゴノキがそれに続く｡林床にはセン
リョウ、マンリ白ウ、 イズゼシ!)園ウ》デ判〕ドｳｼ:ジ重ズ学ノキが見られる。
陸産貝も生息しており、 どれに関してば山下幸一著生島の非海産貝類調査(柵
＃ま．剛貝瀦謡･1984)により詳しく記されでふる．それに(上着！蓬¥等ﾀ三シ、 クリイ
ロカワザンシ胃ウガイ、グリイロゴミ§ガイ､ ！ﾉ卸々ギセルガイ:■ヂビギセルガ
イ、ナミギセルガイ、オカヂヨウジガイf :ダワ{ラガノfヤマチメ，タジ、シメクチ
マイマイ、アワジオトメマイマイ，、ヤセトヴチマイマイが記録善恥莞心,る．，

． ‐ ． （ ' ” ､ ダ ' ､ Z サ ， ． ､ ．
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調査の概要と昆虫の観察

本調査は平成7年(1995)6月4日（日）で午前中くもりだったが、調査寸前と

なって日が差してきた。調度正午すぎからの観察となり、約2時間少々、 4名の

会員で行なった。 1名は島に渡らず本土側で今回お世話になった料理屋“佐古志

(さこし)”にて待つこととなった。 その間、下記の遊墨数えうたを戯作していただ

いた。
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１
１劇作 垂畢錘え誘寺 井内利一

1 ．一番長いアリの列働きものは一列に

2．二つのつのをふりあげてそろりそろりとかたつむり

3．みんな出て摘むかいこどき桑摘むことの忙しさ

4．宵に出てきてとびかう蛍朝はかげさえもう見えぬ

5．いつも急ぎのてんとう虫きれいな紋は七つ星

6．村の子供と泳いでも泳ぎ素早いげんごろう

7．菜の花畠に紋白蟻もつれもつれて日もすがら

8．蜂の羽音の忙しさ広いれんげの赤じゅうたん

9．鍾形虫とはよく言うた勝って兜の緒をしめよ

10.十(とう)でとんぼむれとぶ日暮どきあしたも天気にな－れ
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